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●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL：075-315-8635  E-mail：kikaku@kptc.jp

１ 調査の概要
　製造業全体に占めるプラスチック製品製造業の位置づけを全
国、近畿、京都で比較するため、平成29年の工業統計調査表（産
業編・平成28年実績）をもとに分析しました。また、京都府内の
プラスチック製品製造業を営む事業所に対し、調査票によるアン
ケート調査を実施し、62社から回答を得ました。更に、このうち
承諾が得られた事業所に対してヒアリング調査も行いました。

２ 工業統計調査の分析
　初めに全国、近畿と比較したところ、京都では、製造業全体に
おけるプラスチック製品製造業が占める割合は、相対的に小さ
いことがうかがえました（図表１）。
　次に10年前と比較した場合、全国的にはプラスチック製品製
造業界は、事業所数が減少し、従業員数や製造品出荷額、付加
価値額についてはおよそ同程度となっています。一方、京都で
は、事業所数は比較的維持されており、従業員数、製造品出荷
額や付加価値額が伸びてきているところです。
　このことから、京都では、製造業全体に占める割合が小さい
ながらも、プラスチック製品製造業では活発な生産活動が行わ
れている状況がうかがえました（図表２）。

３ アンケート調査の分析
　次に示すのは、従業員規模別に「従業員の職種割合（図表
３）」、「事業所の業務割合（図表４）」をグラフ化したものです。

　アンケートの結果、プラスチック製品製造業における大半の
従業員が製造に従事するという回答でした。また、事業所の業
務割合については、「製品・企画」、「研究開発」及び「設計」という
回答をある程度の割合で認めました。これら研究開発等の業務
について、ヒアリングの結果から、受注した製品を製造する過
程や方法の研究開発、金型の設計等といった業務が行われて
おり、生産を主軸にしながら、その周辺の技術的課題を研究、
開発するという状況がうかがえました。

４ ヒアリング調査の結果
　ヒアリング結果の一例として、どの従業員規模の事業所にお
いても、従業員の採用に苦慮し、パートタイマーやアルバイトか
らの社員募集や中途採用、地縁による直接採用などで人材の
確保に取り組んでいることが聞かれました。ただし、パートタイ
マー及びアルバイト自体の採用が難しく、作業現場の環境改善
や交通手段の確保、休暇の取りやすさの向上など就労環境の
改善に努力しているとの声もありました。
　また、求人はハローワークや折込みチラシに代わって、タウン
誌や求人サイトなどが有効な手段として認知されている状況で
あることがうかがえました。

　本調査は、技術センターが府内の製造業者の保有技術を中心に、経営動向、直面する課題等の現状を把握し、今後の技術支援施策
等の企画、実施に役立てることを目的に平成25年度より実施しているものです。今回は加工性の高さや物理・化学的特長などから、
広く普及し、日々の暮らしから先端産業に至るまでさまざまな分野で利用されているプラスチックを用いた製品を製造するプラス
チック製品製造業に焦点を当てました。ここではその結果の一部を紹介します。

「京都府製造業の現状2018」調査結果の概要技術
センターから

図表１　プラスチック製品製造業の規模（H28）

図表３　従業員規模別　従業員の職種割合

図表４　従業員規模別　事業所の業務割合

図表２　プラスチック製品製造業の規模の推移
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　京都光技術研究会は、光技術を切り口として、企業連携によ
る課題解決、新たな製品開発テーマの立ち上げを目的とした
活動を行っています（昨年度参加企業22社）。各企業の強みと
なる技術を持ち寄ってグループ化を図り、共同開発を行い、事
業化を目指す「企業連携開発システムの実現」に取り組んでお
り、企業連携による新製品開発を支援していきます。光に関連
した技術をお持ちの企業の方や光技術と連携を考えている企
業のご参加をお待ちしています。

活動内容
①定例会（年8回）
　・外部講師による講演会、グループごとのミーティング
　・光技術のトレンド、ニーズの汲み上げ
②グループ別技術検討会及び見学会（随時）
③交流会
会員間の連携を促進するための情報交換を目的とした交流
会を随時開催
④光ものづくりセミナー
⑤展示会への出展
　これまでの実績／OPIE’18・19（横浜）、

InterOpto2018（幕張）

体制（2019年度・敬称略）
会長 山下 幹雄(北海道大学名誉教授)
アドバイザー 春名 正光（大阪大学名誉教授）
 粟辻 安浩（京都工芸繊維大学教授）
 田中 智子（同志社大学）

年会費
１社　20,000円
（定員に達しない限り１社から複数での参加が可能。会期は４月
から翌年３月まで。年度途中の入会も同額。）

申込先（事務局）
応用技術課　電気・電子担当
TEL：075-315-8634　E-mail：ouyou@kptc.jp

　京都実装技術研究会は、接合・実装技術を中心に電子機器の
生産性や信頼性向上をめざす勉強会として1987（昭和62）年
に発足しました。発足直後にフロン廃止への対応を探る活動が
大きなテーマとなり、その後も鉛フリー化に代表される有害物
質規制(RoHS)の対応など、その時代時代で新たに発生する課
題を解決するべく、共同で勉強会を実施するなど、会員の技術
向上に努めてきました。現在でも、電子部品の微小化や工程の
自動化など新たに解決しなければならない問題が山積してい
ます。当研究会では、以下の活動を通じて、それらの課題解決
に向け取り組んでいます。ぜひご参加ください。

活動内容
①定例会（年5回）
　業界の最先端をつかさどる方々にご講演いただくセミナー
や勉強会を開催。実装業界に関わる最新技術動向や課題解決
へつながる幅広い情報を学びます。
②工場見学会（年1回）
　先進的な取組を行っている工場や、課題解決の参考となる
工場・施設などの見学会を開催。
③はんだ付け実技講習会（年2回程度）
　実装技術の基本となる手はん
だ作業について、実技実習を開
催。はんだ付けの原理から、こて
先の選び方、難しいはんだ付け
の対処方法などを学びます。
④リフロー炉実験（随時）
　中小企業技術センターに設置してあるリフロー炉を用いて、
新たな実装技術の開発に向けた実験・研究を行う。その成果
は、エレクトロニクス実装技術などの業界誌に掲載。

年会費
１社　20,000円
（定員に達しない限り１社から複数での参加が可能。会期は４月
から翌年３月まで。年度途中の入会も同額。）

申込先（事務局）
応用技術課　電気・電子担当
TEL：075-315-8634　E-mail：ouyou@kptc.jp

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 応用技術課 電気・電子担当　TEL：075-315-8634  E-mail：ouyou@kptc.jp

OPIE’18 InterOpto2018

京都実装技術研究会 京都光技術研究会 KPS：Kyoto Photonics Society
－京都から光の輪を－

次回例会のご案内
日　時  令和元年5月17日（金）13：00～
会　場  京都府産業支援センター5階研修室
費　用  非会員企業の方は初回参加のみ無料

　初回の定例会(オープニングセミナー)のご案内を
裏表紙に掲載しています。非会員の方も無料ですの
で、関心がおありの方はぜひご参加ください。


